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１．はじめに

近年，各カーメーカーにおいて部品レベルでの

軽量化による燃費向上に力が注がれており，エア

バッグモジュールにおいてもそのニーズは例外で

はない．そのため，エアバックモジュールにおけ

る軽量化競争は激化し，受注を得るための重要項

目となっている. 今回，機能（性能），サービ

ス性（カーメーカーでの組付け性，意匠自由度）

を損なうことなく，大幅な部品点数の削減，及び

それに伴う軽量化を実現した運転席エアバッグモ

ジュールを開発したので紹介する.

２．開発品の概要

従来品と開発品の構成部品を図－１，及び図－

２に示す．【機能の集約化による部品削減】に着

眼しパッドカバーの締結方法の見直し，及びホー

ンユニットの新規開発を実施．その結果，軽くて

シンプルなエアバッグモジュールを実現した．

３．開発品の特徴

３－１．パッドカバー締結見直し

従来品は図－３に示すようにインナープレート，

アウタープレートの２枚の板金によるサンドイッ

チ構造によりパッドカバーの締結を実施しており，

組付け性及び質量増が課題であった．これに対し，

開発品は図－４に示すようにパッドカバーに設定

したツメ形状と板金の開口を引っ掛け，板金の開

口を大きく設定し，パッドカバーを挿入後に板金

を後曲げする新たな構造することにより締結強度

と組付け性を両立している．
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図－１ 従来品の構成部品

図－２ 開発品の構成部品

図－３ 従来品のパッドカバー締結

インナープレートと

アウタープレートによる

サンドイッチ構造
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３－２．ホーンユニット

従来品は図－５に示すようにホーンユニットは

ホーンの吹鳴のみの機能であり，他にハンドルへ

の固定用ピン及びガタ防止のゴム，それらを固定

するホーンプレートが必要であった．これに対し

図－６に示す開発品は，ホーンユニットにホーン

吹鳴とハンドルへの固定機能を集約した新ホーン

ユニットを開発．結果，ハンドルへの固定性能を

損なわずに大幅な部品削減を実現した．

４．まとめ

開発品において，従来サイズ及び性能を確保し

ながら図－７に示す大幅な質量，部品点数の削減

を実施した．

５．おわりに

今回紹介したエアバッグモジュールについては

2010年12月より生産開始，現在採用車種は拡大
展開中．最後に今回の開発に際しご協力いただき

ました関係者の皆様に深く謝意を表します．
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図－４ 開発品のパッドカバー締結

パッドカバーを挿入後、

板金を曲げて締結

図－６ 開発品における

ハンドルへの締結方法

図－５ 従来品における

ハンドルへの締結方法

図－７ 部品点数と質量の比較
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